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水俣病70年とは

• 何が702年なのか

–発生公式確認1956年から70年

– 70年の被害者の苦難の歴史

• 今日お伝えしたいこと

–自分の経験と重ねて

–発生・拡大・補償と救済の過ちの歴史

–差別の歴史としての水俣病



自己紹介

• 熊本学園大学 水俣学研究センター

• 社会福祉学部福祉環境学科

• 大学院社会福祉学研究科
• （社福）くまもと障害者労働センター理事長

• 熊本県部落解放研究会会長、九州地区部落解放史研究連絡協議会会長

• エコネットみなまた理事長

• 水俣病との出会いは1974年

• 原田正純先生と「水俣学」を構想し、構築中。



私と水俣病の関わり

• 水俣病患者の闘争に触れたこと

– 1973年判決以後、政治の季節の終わりに

–水俣病の映画、闘争の記録

• 「県外の患者」との付き合い

–足下の水俣病を!!

–東海地方、関西地方の患者たちとの出会い

• 見捨てられていた患者たち

–患者の「発掘」



本日お伝えしたいこと
人類の経験した公害，水俣病の負の遺産（失敗の

経験）に学び，将来に活かす

水俣病の70年の歴史を学び，今なお残されて
いる課題を理解すること

水俣病という公害が，学校の中で習った過去
の問題ではなく，いまなお終わっていないこと

ひとりひとりの暮らしのあり方を考え直す
きっかけを得ること



なぜ、今、MINAMATA

正式発見から70年を迎えようとしている

2004年最高裁判決によって行政責任が認められ、

2013年国の認定基準の過ちも認められ、

2023年近畿訴訟で原告全員128名水俣病と認め

行政の水俣病病像、認定制度や救済策が破綻した。

水俣病患者の苦悩と苦闘は続いている

風化させないために、

今、検証して未来へつなぎたい

現代にいきる水俣学



水俣病をどう理解しどう伝えていくか

• 熊本学園大学における20年の経験から

• 熊本の子どもたち

• →小学5年時の水俣訪問：覚えていますか
– 水俣病被害をどう受け止めているか

• →ハンセン病

• →人権同和教育
– 何を覚えているか、何を分かっているか

– 主体的受け止め？正しい知識？

– 差別発言事件？

• 教師たちの理解は？



人権教育の現場では

• ［暗い・辛い話ばかりではなく明るい将来の話が
欲しい］

• 水俣病授業のパターン

• １. 水俣病はなぜ起きたか
– チッソの行ったこと

– 漁業と水俣病や漁民の暮らし

• 2.被害者の苦労に耳を傾けよう
– 患者の声を聞く、患者の文章を読む

• 3.水俣病の経験を生かそう
– 環境を大事にしよう、環境モデル都市、もやい直し



• 四大公害事件といわれるもの（４大公害訴訟）
– 水俣病
– イタイイタイ病
– 新潟水俣病
– 四日市ぜんそく

• ほかには、土呂久砒素公害鉱毒事件（宮崎県）、
足尾鉱毒事件（栃木県、群馬県、渡良瀬川……）、
カネミ油症（PCBによる食品公害、）、益城町城
山鉱山、相良村深田鉱山、…….

日本の公害そして水俣病とは何か 

現代にいきる水俣学



【水俣病とは】
それまで人類が経験したことのない公害事件

［環境汚染による公害病］ 一企業(チッソ)が、産

業活動によって生み出された有機水銀を含む有害

物質を、不知火海に未処理のまま大量に排出し、

環境を汚染し、食物連鎖を経て、人体に取り込ま

れて起きた公害病

[身体的被害] 環境汚染が、重篤で大規模な人体被

害をもたらしたもの。中枢性の神経疾患が主要症

状である。

現代にいきる水俣学



【水俣病とは 2】

[胎児性水俣病] 人類初の経験！と言われている

胎盤を通して汚染、水俣病という障害を持ってい生まれ

てくるもたらされるという未曾有の経験もしました。

[汚染の広がり] 汚染そして被害は、水俣湾から対岸の

島々まで不知火海全体に広がっている。

［被害者数は？］ 国の基準で認定された人、国の基準

を満たさないが健康被害を受け、医療給付を受けている

人、認められないまま亡くなった人、まだ隠れている人

…… 全体像は不明!!!

現代にいきる水俣学



2018年 公式確認から62年

水俣病慰霊式とチッ
ソ社長の暴言



「救済終了」発言の何が問題か

• 1）水俣病は終わった

• 2）救済対象となる被害者はもういない

• 3）チッソは補償責任を果たした

• 熊本の市民として

• 水俣病がどうなっているのかの理解が必要



本年５月１日の発言に対するお詫びと撤回
チッソ株式会社社長後藤舜吉

• 本年５月１日に開催された水俣病犠牲者慰霊式後の私の発言によ
り、患者の方々、ご家族、ご遺族の方々を始め多くの方々に不安と不
快の念を与えてしまいましたことに対し、誠に申し訳なく、深くお詫びを
申し上げます。

• 当社におきましては、水俣病補償を至上の命題に掲げ、その完遂の
ため必死の努力を傾けて参りました。また、「水俣病被害者の救済及
び水俣病問題の解決に関する特別措置法」に基づく救済措置対象者
の判定が終了した旨の発表が平成２６年８月２９日に環境省からあり、
一時金の支払いを誠実に実施しているところでございます。このことか
ら、一定の区切りがついていることを申し上げました。

• そのような趣旨でございましたが、私の言葉足らずによりこのような
事態となりましたことを深く反省し、「救済の終了」を始めとする皆様に
不安と不快の念を与えてしまいました発言を撤回いたします。

• 生存患者の方々に対する継続補償はもとより、「公害健康被害の補
償等に関する法律」の認定や訴訟に基づく新たな補償責任発生の可
能性もあることも十分承知しております。これらの責任につきましても
これまで通り真摯に対応して参る方針に変わりはなく、今後も水俣病
補償完遂のため努力を傾けて参ります。



差別を助長する誤情報：2025年

「家庭教師のトライ」、オンライン教材に「水俣病は遺伝する」と誤情報

宇城市の全市民（2万3千世帯）向けカレンダーに、水俣病は感染症…..



水俣とはどこにあるか（県庁からも遠い）

水俣Minamata



△:海面浮いた魚

Ｘ :狂い死にした猫

●: 水俣病認定患者

（人口 1960s）

40 km

チッソ水俣工場
原田正純氏作成地図を改作＿宮北隆志



チッソ（株）による有機水銀を含み有
毒廃水の無処理放出

それによる海の汚染、

魚貝類の汚染と流通、摂食

行政の放置：規制しなかった

健康被害と差別の目

水俣病の発生と被害の拡大

現代にいきる水俣学



チッソの百間排水口の水銀ヘドロ（1970年代）

（熊本の小学校5年生は訪れているかもしれない。現在はきれいにされ
ています。）

ここから工場の廃
水が無処理で排出
され汚染が拡大し
た



水俣病発生の公式確認

1956年5月1日 新日窒付属病院細川一院長
（東大医学部卒）が、原因不明の疾患発生
と水俣保健所に届け出。 田中静子・実子
姉妹の発症



1956年5月1日に報告された患者自宅



この子は宝子です
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上村智子さん
21才で他界



食物連鎖と社会的食物連鎖

• なぜ食べたのか、どのようにして食べたのか

• どのように広がったのか



チッソはなぜ廃水を無処理で流したか
（1932年〜1968年）

• 毒物は薄めれば、無毒になる??（希釈放流）

• 水銀が猛毒であることは知っていた.

• 戦前から何度も漁業補償を行っていた.

• なぜ、規制がされなかったのか

• 1958年、江戸川（東京・千葉）、本州製紙事件→
汚染防止と法制化

• 水俣は東京からは見えなかった

–漁民、漁村への差別の目、地方への差別の目

現代にいきる水俣学



「原因究明」の虚構と被害の拡大

原因究明という名前の原因隠し
☞当初 原因が不明

☞☞ついで、原因物質が不明

☞☞☞さらに原因の由来が不明

☞☞☞☞原因物質と病気の因果関係が不明

しかし、食中毒事件であるから、「有毒食品」を食べた
時点で診断できる。この場合、魚介類の摂食。

歴史に否定されたいくつものこと

現代にいきる水俣学



被害民の暮らしと闘いの足跡 

• 貧困と見舞金契約

• 水俣病訴訟

• 認定を求める患者たち

現代にいきる水俣学



NHKドキュメンタリー「日本の素顔」
1959年11月放映

NHKアーカイブスでみることができます。「奇病のかげに」



昭和35年水俣チッソ工場 写真提供:小形(元ﾁｯｿ労働者)



1959年12月

患者家族の工場正門
前座り込み

写真：熊本日日新聞

公害の原点、水俣病
患者は孤立していた



水俣病患者・住民の暮らし



患者の暮らし 貧困と差別
ー隠れる患者ー



漁民たちの生活の窮迫

写真は原田正純先生



水俣避病院（伝染病院）開設とコレラ

明治10年10月、水俣地方においてコレラ大流行。日本赤十字社の前身博愛社は冨岡

敬明熊本県権令の要請に応じ、軍医部長の許可を得て、医員助竹崎季薫を「水俣伝染
仮病院」に派遣し、コレラに苦しむ多くの患者の救護にあたらせた。この時、創設者佐野
常民は冨岡から感謝状を与えられている。
明治33年伝染病予防法に基づく伝染病院となる。



水俣病発生当時の避病院（伝染病院）

板の上に筵を敷いた異臭のする部屋に水俣奇病患者は寝かされていた。（徳臣
医師）訪問すると消毒の臭いが取れなかった



朝の賑わい（昭和３０年代）

写真 I氏提供



1950年代不知火海の漁業

動力船は一艘だけ



昭和30年頃の漁民の一統の記念写真

写真提供：松崎忠男



水俣病患者Iさん：2014年3月31日

判決で水俣病と認められた。（高裁で係争中）



水俣病患者のたたかい（1969年〜）
チッソ本社前（東京丸の内）座り込み

命を返せの叫び
チッソの責任：あやまれ
被害の償い



水俣病訴訟へ（1969年提訴）

• 水俣病患者原告がチッソを
相手に損害賠償請求訴訟

• （1968年9月政府公式見解）

• 1973年 患者の全面勝訴

→ 補償協定書締結

• 行政認定を受けた者に適用

→ 未認定問題の浮上



水俣病についての行政の責任
（2004年10月最高裁判決：関西訴訟）



水俣病の患者・被害者はどれだけいるのか

1） 正しい解答はない
2） およそ10万人は下らない

新規発生はないが
潜在被害者が少しずつ表に出てきている



水俣病認定申請の状況
公害健康被害補償法に基づく

2015年11月末、熊本は12月。申請総数は日々変化しています。



水俣病特措法救済策対象者数
（単位：人）

2010年水俣病特措法に基づく医療給付申請者とその判定結果
2012年7月締め切り



 水俣病の新規発生？
１９７１年 １００名余り

現在 認定患者 ２287名（新潟含め2300名）
被害救済給付対象者数 6万人あまり
推定合計 １０万人を下らない（95年の政治解決、潜在

数）

 新たな水俣病患者とは誰か：それまで知らな
かった人たち、それまで隠れていた人たち

 なぜ、現在も増え続けるのか

なぜ、現在も水俣病の被害があるのか

45



 病者に対する差別
▪差別されてきた水俣病患者

▪ 結婚、就職、

• 水俣病に対する差別と偏見
– ⇒、2010年6月のサッカー事件

▪水俣病の映像：急性期の発作症状ばかり

 水俣病で何を習ってきたか

なぜ潜在しているのか
水俣病に対する差別と潜在患者

46



水俣病差別発言事件 20年前ですが

• 起きたこと



新聞報道（2）

• 1997年6月 サッカー大会（人吉）



水俣病は終わっていない

熊本地方裁判所前の患者集会



何故起きたのか（外からの眼）

• 水俣病を見る眼こそが問われている

• 誰が中傷されているのか・何が差別され
ているのか

• 水俣出身者なのか

• 水俣病患者なのか



水俣病患者の上村好男さんの言葉 

「歴史を語るに、郷土というものには
冷たい。過去を知らない人生は寂しいもの
であります。」

☞ 過去に学ぶこと、そこにはその歴史を生き
てきた人たちがいる

☞ 今に学ぶこと
☞ あやまちを認めること
そこから「水俣学の創造」へ

現代にいきる水俣学



水俣学は新しい学問のモデル

〜〜〜既存の装置（枠組み）を超える

開かれた学問〜〜〜

権威主義、官僚主義、保守主義、不正義と

対決する革新的・変革の学問を目指す.

地域で、地域を学習して地域に返す.

（原田正純：水俣学講義）

現代にいきる水俣学



水俣学の取り組み

（1）水俣病は社会を映す鏡：水俣病とはどういう
病いか、歴史と現在に学ぶ.

（2）現場を大切に：そして、自分たちの足下に水
俣を被害者を中心に考える：差別を考えたい.

（3）専門の狭い枠に閉じこもらないで広く見よう.

（4）国境の壁を越えよう：世界で公害が起きまた
水俣病もおきている.

そして、水俣病事件がいまも問題になっているのは
なぜか →患者の訴えが続いていることに耳を傾け
たい

現代にいきる水俣学



本事業の到達目標って何だ人類の負の遺産としての公害、
水俣病を将来に活かす

第三班
情報発信

水俣学アーカイブス構築

第一班
水俣病被害の
多様性研究

熊本学園大学
水俣学研究センター

国内外の研究者・
被害者・市民の参加

第二班
住民主体の

地域社会の再構築

資料収集 資料収集



真の文明とは

真
の
文
明
は
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を
荒
さ
ず

川
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破
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を
殺
さ
ざ
る
べ
し
。

 

田中正造1912(明治
45)年6月17日の日記 

栃木県佐野市
郷土博物館蔵



過去の失敗を将来に活かすために：
いのちの尊厳 

いのちを大事にすること。いのちとは
人の人生そのもののこと。ともに分かち合
ういのち、ともに生きるいのち。いのちの
尊厳には上下はない。

しかし時代の波に巻き込まれて、いの
ちの価値を見失うときに、公害は起きるの
だろう。

現代にいきる水俣学



まとめ

水俣学アーカイブをみよう

水俣学講義を聞こう

水俣に学び、自分を振り返ろう。

水俣学のWEBサイトで
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